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(7)ウオーリンの所説を手がかりとして､｢政治的なるもの｣の変容にアプローチし
た業績として､川崎修 ｢｢現代思想｣と政治学｣(小野紀明他 Fモダーンとポス
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[付記]
本稿は､2001年度第8回政治思想学会研究会3｢19世紀思想における｢政治｣と社会｣
における報告原稿 ｢社会学的思考と政治的なもの-19世紀フランスにおける｣の副題
を変更し､加筆･修正を加えたものである｡御意見を頂いた司会､共同報告者､フロ
アの方にお礼申し上げます｡
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